
R&S®CMW500による 
3GPP TS 36.521-1 LTE 
ダウンリンク・キャリアアグリゲーション
RF評価手法 

アプリケーションノート  

 

Products: 
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3GPP TS 36.521-1 LTE端末 (UE) 無線

送受信特性適合試験仕様書では、LTE 端

末の送信特性、受信特性、パフォーマンス

特性の各要件に関する測定手順を、3G 

LTE (3G Long Term Evolution) 規格の一

部として定めています。 

このアプリケーションノートでは、ワイドバン

ド無線機テスタ R&S®CMW500が提供す

る、ダウンリンク・キャリアアグリゲーション

における LTE周波数分割複信(FDD)と時

分割複信(TDD)測定機能を使用し、この試

験仕様にしたがって LTE R10端末の送受

信測定を実行するための手順を説明しま

す。 
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1. はじめに 
R&S®CMW500のシグナリング/測定ソリューションを使用して、3GPP TS 36.521-1 に定めるダウンリン

ク・キャリア・アグリゲーション(DL CA)向けの送受信試験を実行できます。本書では、R&S®CMW500 

LTEコールボックス機能を使用して3GPP TS 36.521-1 V12.2 の第7章に準じたリリース10 DL CA の測

定を実行するための方法を、手順に沿って説明します。なお、TS 36.521-1 V12.2において、アップリン

ク・キャリア・アグリゲーション(UL CA) に未対応のDL CA端末向けには、特別な送信テストケースは定

義されておりません。また、本書はR&S®CMW500ファームウェアのバージョン3.2.80の機能に特記し

た内容となっており、今後、新規ファームウェアのリリースに伴い更新されます。 

 

本書は、アプリケーションノート1CM94「LTE RF Measurements with the R&S®CMW500 according to 

3GPP TS 36.521-1」の、(UL CAを除く)リリース10 DL CA試験向けの拡張になります。そのため、

R&S®CMW500の基本的な操作方法をご理解いただくためには、本書をお読みになる前に一度アプリ

ケーションノート1CM94を読んでいただくことを推奨しています。 

 

また、本書に示す試験はスペクトラム・アナライザ、フィルタなどの複雑な外部装置を必要としない試験

方法に限定してあります。よって、スプリアス測定、送信相互変調、帯域外ブロッキング試験などは対象

としていません。このような追加装置を使用して実行できる他の試験については、下記のCMWお客様

Webサイトで本機の最新機能一覧を必ず参照してください。 

 
https://extranet.rohde-schwarz.com 
 
  

https://extranet.rohde-schwarz.com/
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1.1 テストケースに表記される接尾辞の説明 

3GPP TS 36.521-1では、DL CAテストケース番号の接尾辞には、リリース 8テストケースと明確に区

別するために「A」が記されます。接尾辞に加え、拡張子は各種 CAのタイプで要求されている事項を識

別するために用いられます。3GPP TS36.521-1V12.2により定められた拡張子は V11.2で記述される

ものとは異なり、以下のリストのように定められています。 

 
‘.1’ – Intra-band contiguous DL CA and UL CA 
‘.2’ – Intra-band contiguous DL CA without UL CA 
‘.3’ – Inter-band DL CA without UL CA 
‘.4’ – Intra-band non-contiguous DL CA without UL CA  
 

上記拡張子の差異は試験手順には影響しないため、本書では拡張子を‘.x’に統一して記述しています。

また、 DL CAの種類ごとに異なる試験要件が指定されている場合、その旨を明記しています。 

1.2 帯域幅クラスの説明 

CA の送信帯域幅設定を意味する Aggregated Transmission Bandwidth Configuration（ATBC）は、

集約されたフィジカル・リソース・ブロック（PRB）の数で表されます。 

 

CA帯域幅のクラスは、ATBCの最大組み合わせ数とコンポーネントキャリア（CC）の最大数を示しま

す。 

 

リリース 10/11により、これらクラスが以下のように定義されています。 

 

クラス A: ATBC ≤ 100, 最大 CC数 = 1 

クラス B: ATBC ≤ 100, 最大 CC数 = 2 

クラス C: 100 < ATBC ≤ 200, 最大 CC数 = 2 

 

試験要件は、帯域幅のクラスに応じて変えることができます。特にバンド内 DL CAにおいて可能です。  

1.3 DLキャリアアグリゲーション(DL CA)の設定 

2 DL CA試験を実施するために、2×B300B(シグナリング・ユニット)、KS502(FDD)/KS552(TDD)およ

び KS512オプションが必要となります。第 8章/第 9章のテストケースを実施する場合は、2×B510F(フ

ェージング・ボード)、KE100、KE500、および KS520が別途必要になります。また、3DL CA試験を実

行する際には 3×B300B(シグナリング・ユニット)が必要となります。 

1.3.1 CA シナリオ選択 

DL CAをアクティブにするために、”Signaling Config.”ページ上のシナリオ・ドロップダウン・メニューを

選択します。図 1に、2×B300B、4×TRxボード、2×B510Fを実装している CMW を使用した際に選択

可能なシナリオを表示します。実装されているハードウェア/ソフトウェアオプションにより、全てのシナリ

オが表示されるわけではありません。  
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図. 1: CA シナリオ選択. 

 

 

 2CC CA – 2 RF Out: 2つのコンポーネント・キャリア(CC)を SISO(TM1)で送信可能です。ま

たは、シングル・レイヤー・ビームフォーミング(TM7)のモードで送信可能です。（要 2×RFチャ

ネル）  

 2CC CA – 4 RF Out: 2つのコンポーネント・キャリア(CC)を SISO(TM1)、ダイバーシティ

(TM2)、2×2 MIMO(TM3, TM4)、シングル/デュアルレイヤー・ビームフォーミング(TM7, TM8)

のモードで創始可能です。（要 4×RFチャネル） 

 2CC CA – Fading – 2 RF Out:フェージング・プロファイルは 2CC CAのみ対応（要フェージン

グ・ボード、内部フェージング・プロファイルを実行するためには KE500必須）  

 2CC CA – fading– 4 RF Out: フェージング・プロファイルは 2CC CAのみ対応（要フェージン

グ・ボード、内部フェージング・プロファイルを実行するためには KE500必須） 

 

SCC1タブは、以下の CAシナリオ選択をアクティブにします。 

 

SCC1タブを選択することで、SCC1の設定画面を表示させることができます。PCC設定画面と同様の

設定画面になります。 

 

Cell ONまたは Cell OFFの状態でのみシナリオオプションが選択できます。UEが CMW と接続状態

の場合、設定を変更することはできません。 

 

4 RF チャネルを搭載している CMW を使用することを推奨します。2 RFチャネルしか搭載されていない

場合、受信アンテナのすべてに信号を供給するために外部のスプリッターが必要になります。また、外

部スプリッターを使用した際に生じる減衰を考慮した値を”External Attenuation”の設定値に反映させる

必要も生じます。 

   

1.3.2 RF ポートの選択 

アドバンスト RFフロントエンドを搭載している場合、異なる RFコンバータを使用し同じ RFコネクターか

ら PCC/SCC信号を送信することができます。”External Attenuation”の値は、それぞれ設定することが

できます。 

 

2CC CA – 2 RF Out シナリオを使用した場合、PCC/SCC信号共に RF1COMに既定されています。 
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2CC CA – 4 RF Outシナリオを使用した場合、PCC信号は RF1COMと RF2COM、SCC信号は

RF3COM、RF4COMに既定されています。 

 

PCC/SCC複合アンテナを搭載した DUTを使用する場合、以下に示す RFポートの設定を推奨しま

す。 

RF1COMと DUTの Tx/Rxアンテナを接続し、RF3COMと DUTの Rxアンテナと接続します。 

    
 a: PCC RF ポート設定画面    b: SCC RF ポート設定画面 

   
c: デュアル・アンテナ搭載の CA対応 DUT と CMW500との接続例 

図 2: PCC/SCC設定画面および CMW500 と DUT との接続例. 

本書では、DL CA試験のみ記載しています。試験中の DUT が UL CAにも対応している場合、SCC1

用に RF インプットを別の RFコンバータに設定しておく必要があります。   

1.3.3 SCC の設定 

R&S CMW500 LTE ファームウェア V3.2.80を搭載している場合、同じ Duplex Modeを用いている限

り PCC/SCCバンドの組み合わせに制限はありません。SCCバンド、チャネル、帯域幅、接続タイプの

設定は、すべて SCCタブ内の設定画面で行います。 

 

SCC1設定画面上で、SCC Activation Modeを’Auto’または’Manual’に設定できます。既定値は’Auto’

になっています。 

‘Manual’を選択した場合、SCCの on/off、SCC add/delete RRCそして SCCの activate/deactivate 

MACの手順を手動で実行する必要があります。図 4、図 5に、手動で実施する場合に表示されるボタ

ンを示します。トラブルシューティングの場合を除き、’Auto’設定で実施することを推奨します。 

 

SCC Activation Modeでは Cell ONまたは Cell OFF時のみ設定を変更することができます。DUT と

CMWが接続された状態で、設定を変更することはできません。 

 

スループット・試験を実施する前に、SCCの状態を’MAC Activated’にしておく必要があります。 

 



  

 

 
 

1CM103_1j           R&S®CMW500による 3GPP TS 36.521-1 LTE ダウンリンク・キャリアアグリゲーション RF評価手法                7 

 

SCCを接続する際の LTEシグナリング画面を図 3に示してあります。 

 

図 3: SCCのアクティブ化. 

 

1.  2.   3.  

図 4: SCCの手動アクティブ化プロセス 

 

1.   2.  3.  

図 5: SCCの手動非アクティブ化プロセス 
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1.4 DL CAの一般的な設定値 

1.4.1 Physical Cell ID  

3GPP TS 36.521, セクション 7.1に従い、P-Cellに Cell ID = 0が割り振られ Cell ID = 1が S-Cellに

使用されます。Physical Cell Setupのツリー内で設定を変更することができます。LTEファームウェア

V3.2.80において、既定値は仕様に基づく値に設定されています。 

 

 

図 6: Physical Cell IDの設定値 

1.4.2 OCNG 

DL CA試験実行中、PCC/SCC共に OCNGはアクティブにする必要があります。Downlink Power 

Levelツリー内の OCNGにチェックを入れることでアクティブに設定できます。

 

図 7: OCNGのアクティブ化. 
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1.4.3 MIMO設定 

Connectionカテゴリー内に MIMOの設定項目があります。試験を実施する前に、正しい送信モード

と’DCI format’を設定します。 

 

受信機特性試験の場合、TM1が第 7章の全ての項目で使用されます。第 8章/第 9章の場合、この設

定は、テストケースによって異なります。 

 
 

 

図 8: MIMOの設定 

‘2CC CA – 2 RF Out’シナリオが選択されている場合、TM1と TM8のみに設定が可能です。 

DUTが CMWに位置登録している状態の場合、送信モードと’DCI Format’の変更は Duplex Modeと

シナリオの設定により制限されます。DUTの電源を入れる前に Duplex Modeとシナリオの設定をして

おくことを推奨します。   
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1.5 スループット測定 

 

図 9: 拡張 BLER (スループット) 測定の結果 

CAのスループット測定画面上には、’Overall’, ‘PCC’, ‘SCC’の結果を表示させるタブが追加されていま

す。タブを選択することで詳細な測定結果を表示させることができます。  

1.5.1 BLER エラー率の計算 

1.5.1.1 受信機特性試験のためのエラー率の計算 

TS 36.521-1 Annex G.2. Annex G.2Aにより、受信機特性試験のエラー率は(NACK + DTX) / 

(NACK+ DTX + ACK)と定義されています。この定義は G.2で定義されたエラー率に基づいています。 

 

CMW500で表示可能なエラー率の定義は、図 10で示す LTE RX Meas. Page > Extended BLER > 

Config内で設定できます。“(NACK + DTX) / (NACK+ DTX + ACK)”が既定値として設定されていま

す。 

 

統計学に基づく試験時間短縮手法である、’early pass’, ’early fail’は受信機特性試験には適用される

べきではありません。よって、Stop Conditionの既定設定は’None’になっています。 
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図 10: エラー率の計算定義. 
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2 受信機特性 

2.1 受信試験の一般的な試験概要 

表 1に掲げる受信機試験項目が、本書に記載されています。仕様で定める他の試験項目を CMW500

はサポートしていますが、本書では取り上げていません。スペクトラム・アナライザ、フィルタなどの複雑

な外部装置を必要としない試験方法に限定してあります。外部装置を必要とするプリコンフォーマンス/コ

ンフォーマンス・システムにつきましては、弊社までお問い合わせください。 

 

表 1: 本書で取り扱う受信試験ケース一覧 

 TS 36.521-1  

Section 

Test case Additional generator required 

1 7.3A Reference sensitivity level for CA No 

2 7.4A Maximum input level for CA No 

3 7.5A Adjacent channel selectivity for 

CA 

Yes/ LTE Signal(4TRx required) 

4 7.6.1A In-band blocking for CA Yes/ LTE Signal(4TRx required) 

5 7.6.3A Narrowband blocking for CA Yes/ CW Signal(4TRx required) 

6 7.8.1A Wideband intermodulation for CA Yes/CW & LTE Signal (4TRx 

required)  

本章で掲示する測定画面は、複合PCC/SCCアンテナを有するCA_3A-5A(10M + 10M)をサポートする

DUTの測定結果を使用しています。 

2.1.1 インターフェースの概要 

テストケース7.5A、7.6.1A、7.6.3A、および7.8.1Aを実行するためには、追加の干渉信号をLTE通信信

号と共存させることが必要になります。必要な干渉信号を生成する方法にはいくつかあります。例えば、

R&S®SMU/SMW/SMBVなど、外部の信号発生器を用いて、干渉信号を生成することができます。ある

いは、R&S®CMW500の3番目のチャネルを使用して、干渉信号を生成することも可能です。そうするこ

とで外部装置は必要なくなります。 

 

CMW500の内部ジェネレータを使用した方法では、3, 4番目のチャネルを干渉信号生成に使用するた

め’2CC CA – 2RF Out’シナリオが選択されます。この方法を用いる場合、LTE信号と干渉信号を結合

するためのコンバイナーおよび両方の受信アンテナに結合された信号を分配するためのパワースプリッ

タが必要になります。仕様書内で定められた適切なパワーを持った信号をDUT側で受信できるようにす

るため、適切なRFの減衰値をCMW500内で設定する必要があります。図11で設定の一例を示します。

(DUT側のPCC/SCCアンテナが独立している場合、適切な設定ではない可能性があります。) 
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図 11: 外部干渉試験の構成 

詳細な干渉設定値については、各テストケースの試験手順のところで別途説明します。なお、テストケー

ス7.5Aと7.6.1AではR&S®CMW500でGPRFジェネレータ(ARBモード)を使用して干渉信号を生成する

必要があります。そのため、いくつかのARBファイルが必要になります。さらに、この構成のケーブル損

失キャリブレーションについては使用する結合器の種類により差異が生じるため、十分注意してくださ

い。 

 

7.8.1ではCW信号とARB信号の2つの干渉信号が必要です。そのため、LTE信号を含めて合計4つの

RF信号を生成する必要があります。この試験を実施できるのは、4×TRxチャネルを搭載したCMWのみ

です。 

 

各CA構成の干渉信号周波数設定は、デモモードおよび実際の測定の両方におていCMWrunレポート

からできます。 

 

各CA構成の干渉信号の周波数は、デモモードと実際の試験実行の両方においてCMWRunレポートに

表示されます。  

2.1.2 アップリンク・パワー設定  

受信試験の代表的な注意事項は、「送信は、最小アップリンク構成で、PCMAX_Lより 4dB低く設定する必

要がある(PCMAX_Lは 6.2.5項で定義)」ということです。PCMAX_L は、DL CAのみサポートしている DUTに

適用され、PCMAX_L_CA は DL/UL CAをサポートする DUTに適用されます。 

 

DL CA対応 DUTの場合、UE送信のためのアップリンク・パワーを計算するための式はリリース 8で規

定される定義と同じです。全バンドにおいて、TS36.521-1(CA受信試験)で規定されるアップリンク RB

数は、TS36.521-1の表 6.2.3.3-1で規定される、1 dBの Maximum Power Reduction (MPR: 最大パ

ワー低減) を満たします。適用可能な Additional Maximum Power Reduction (A-MPR) がない場合、

PCMAX_L は 22 dBmまたは 30 dBm (HPUEの場合)になります。TS36.521-1の表 6.2.2.3-1の注 2, 5, 

6は適用されません。 

 

DL/UL CA対応 DUTにおける MPRは、TS36.521-1の表 6.2.3A.x.3-1を参照ください。(xは 1.1章

で言及したように異なる DL CAパターンを示しています。) 
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CMW500 close loop powerの設定は、DL CA DUTについて記載されている 1CM94アプリケーション

ノートを参照ください。キャリア周波数が 3.0 GHz以下の場合、close loop powerの設定は「PCMAX_L – 

4 – 1.7」になり、キャリア周波数が 3.0 GHzより大きく、4.2 GHz以下の場合「PCMAX_L – 4 – 2」になりま

す。 

 

2.1.3 フィルタ係数の設定 

すべての受信試験において、フィルタ係数は’fc8’に設定します。この設定は、EUが接続状態でも変更

可能です。 

 

 

図 12: フィルタ係数の設定. 

2.1.4 アップリンク・リソースブロックの割り当て 

DUTが UL CAをサポートしていない場合、アップリンク・リソースブロックの設定は TS36.521-1の表

7.3.5-2に定められています。 

DUTが UL CAをサポートしている場合、アップリンク・リソースブロックの設定はテストケースごとに定

義された試験構成表に準じて設定します。  

2.2 Reference Sensitivity Level for CA (TS 36.521-1, 7.3A.x) 

この試験の目的は、低信号レベル、理想的な伝播、付加雑音なしという条件下で、CA対応 UEが指定

された基準測定チャネルにおいて、所定の平均スループットでデータを受信できることの確認です。 

上記条件下でスループット要件を満たせない UEでは、e-NodeBの実効カバレッジ・エリアが減少しま

す。 

2.2.1 試験内容 

試験の目的は、ダウンリンクにおける全 RB割り当て時の QPSK変調での感度レベルを確認すること

です。 

 

すべての CAバンドクラスの組み合わせのための最低限の適合要件は、TS36.521-1のチャプター

7.3A.1.3に定められています。最小サンプル数は TS-36.521-1の Annex G.2A (1003 per CC) に記

載されています。 

 

一般的に、セルの全帯域幅(BW)パワーは以下の式で定義されます。特定の CAの構成により例外が

認められています。例外の条件は、TS36.521-1の表 7.3A.1.3-0aと 7.3A.1.3-0bで定められていま

す。最新版では、例外条件が追加されている可能性があります。 
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𝑷𝑹𝑬𝑭𝑺𝑬𝑵𝑺_𝑪𝑨 =   𝑷𝑹𝑬𝑭𝑺𝑬𝑵𝑺_𝑹𝟖 −  𝜟𝑹𝑰𝑩, 𝒄               ------- 式 1 

 

ここで  

- 𝑃𝑟𝑒𝑓𝑠𝑒𝑛_𝑅8 は、3GPP TS 36.521-1の表 7.3.5-1で定義されています。  

− ΔRIB, 𝑐 は、3GPP TS 36.521-1の表 7.3A.1.3-0と 7.3A.1.3-2で定義されています。CAの構成が表

に記載されていない場合、値は 0になります。  

 

ネットワーク・シグナリングの値は、特定の CA構成に適用されます。(詳細は、表 2に記載されていま

す。) 

このネットワーク・シグナリングの値は、PCCが表に記載されているアップリンク・バンドの時のみ適用さ

れます。他の全ての場合、値は NS_01になります。(例：CA_4A-12Aにおいて、PCCがバンド 12そし

て SCCがバンド 4である場合、PCCネットワーク・シグナリングの値は NS_06になります。PCCがバ

ンド 4そして SCCがバンド 12である場合、PCCネットワーク・シグナリングの値は NS_01になりま

す。） 

 

ULリソースの割り当ては、各 CA構成について、試験概要の項（TS36.521-1 TC7.3A.x.4）で定められ

ています。 

表 2: CA構成とネットワーク・シグナリング(NS)の対応 

E-UTRA CA 
Configuration 

Uplink 
Band 

Network 
Signalling 

value 

CA_4A-12A 12 NS_06  

CA_4A-17A 17 NS_06 

CA_2A-29A 2 NS_03 

 

2.2.2 試験手順 

一般的な試験構成と設定は、本書の 2.1節を参照ください。 

 

Step 1. CMW500のプリセットを押し、実行します。 

Step 2. Duplex Modeを設定します。 

Step 3. PCC/SCC複合アンテナを DUT が有している場合、図 2に示したように DUT と CMW500

を接続させ、シナリオを図 11に示すように“2CC CA – 4 RF Out”または“2CC CA – 2 RF 

Out”に設定します。 

DUTの PCC/SCCアンテナが独立している場合、各 RFポートと対応する DUTのアンテナ

ポートを接続させ、適切なシナリオを選択します。 

Step 4. RF Output Connector/Converterと RF Input Connector/Converterをそれぞれ設定しま

す。 

Step 5. 各ポート、セルに対して適切な External Attenuationの値を設定します。 

Step 6. TM1に送信モードを設定し、DCI Formatを 1Aにします 

Step 7. 表 2を参照し、PCCネットワーク・シグナリングの値を設定します。(表 2に記載がない

CA_3A-5Aのようなバンドを使用する場合は、NS_01を使用します。)  

Step 8. LTEの Cellを有効にします。UEの電源を ONにします。そうすることで、ネットワークにアタ

ッチされます。その後、接続を有効にするために Connectを押します。 

Step 9. PCC/SCC両方において、試験する Cell帯域幅、DLチャネル、ダウンリンク/アップリンクの

RB数、変調方式および RB Pos/Start RBを設定します。(TS 36.521-1 7.3A.x.4.1で定義さ

れています) 

Step 10. UEパワーの最大値を確保するため、Active TPCの設定を’Max Power’に設定します。 

Step 11. DUTの電源を ONにする前に OCNGを有効にします。 
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Step 12. LTE RX Meas.に移動します。仕様に沿って Subframe ≧ 1200 (1200は、1003よりも大き

い、CMW500で設定可能な最小値です) に設定します。 

Step 13. PCC/SCCそれぞれの DL EPREの値を、PREFSENS_CA, from 𝑷𝑹𝑬𝑭𝑺𝑬𝑵𝑺_𝑪𝑨 =   𝑷𝑹𝑬𝑭𝑺𝑬𝑵𝑺_𝑹𝟖 −

 𝜟𝑹𝑰𝑩,𝒄               ------- 式 1により求めた Resource Element powerの値に設定します。

PREFSENS_CAの値は、PCC、SCCそれぞれの全体のセル出力であることにご注意ください。こ

の数値は、CMW500で使用している RS EPRE(リソース・エレメントあたりの基準信号エネル

ギー)と次のような固定関係にあります。 

 

PREFSENS_CA = RS EPRE + 10 * log10(N_RE) 
 

 

ここで、N_REはリソース・エレメント数(12×RB数)で、これはDL PCC/SCCセル帯域幅によっ

て異なります。 

 このため、バンド3では10 MHz帯域幅のRS EPREを 

-122.1 dBmに設定し、PREFSENS が-91.3 dBmに達するようにする必要があります。(–

93.3 dBm – 10*log10(600) = –121.1 dBm) 
 

これらの条件下で達成されるスループットを測定します。この例でスループットは7.91 Mbpsであり、これ

はRMC設定値に基づいてスケジューリングされたスループットの100%に相当します。この結果は測定

画面で直接確認できます 

 
 

図 13: ブロック誤り率（BLER）試験測定画面. 

2.2.3 試験要件 

スループットは、基準測定チャネルの最大スループットの 95%以上であるものとします。最大スループッ

トは、TS36.521-1の表 7.3A.x.5-1に定められています。 
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2.3 Maximum Input Level for CA (TS 36.521-1, 7.4A) 

最大入力レベル試験の目的は、高信号レベル、理想的な伝播、付加雑音なしという条件下で、CA対応

UEが、指定された基準測定チャネルにおいて、所定の平均スループットでデータを受信できることの確

認です。 

上記の条件下でスループット要件を満たせない UEでは、e-NodeB周辺でのカバレッジ・エリアが減少

します。 

2.3.1 試験内容 

ここでは、PCC/SCC両方について、ダウンリンクに全 RBを割り当て、64 QAM変調を適用、という条

件で実行します。またアップリンクには、TS36.521-1、表 7.4Ax4.1-1で定義された RB割り当て、帯域

幅、周波数および RMCの値が適用されます。 

 

キャリア・アグリゲーションの場合、端末への最大入力レベルは、各コンポーネント・キャリア上で規定さ

れた、各基準測定チャネルにおいて最小要件となっている相対スループットを満たす、集約された全チャ

ネル帯域幅にわたって UEアンテナポートで受信された平均パワーとして定義されます。要約すると、帯

域幅クラス Aと Cの UEの全 CCにおける全集約 DL送信セルパワーが-22.7 dBmである必要があり

ます。バンド間 DL CAの場合、DL送信パワーは CCあたり-25.7 dBmに該当します。一方で帯域幅ク

ラス Bの端末の場合、全 CCにおける集約された DLセルパワーは-25.7 dBmになります。 

UEの送信パワーは、6.2.5.A項で定められている PCMAX_L または PCMAX_L_CAより 4dB低く設定する必

要があります。CMW500 クローズド・ループ・パワーの設定は 2.1.2項を参照ください 。 

2.3.2 試験手順 

一般的な試験条件と設定については、本書 2.1節を参照ください。 

 

Step 1. CMW500のプリセットを押し、実行します。 

Step 2. Duplex Modeを設定します。 

Step 3. PCC/SCC複合アンテナを DUTが有している場合、図 2に示したように DUT と CMW500を

接続させ、シナリオを図 11に示すように“2CC CA – 4 RF Out”または“2CC CA – 2 RF Out”

に設定します。 

DUTの PCC/SCCアンテナが独立している場合、各 RFポートと対応する DUTのアンテナポ

ートを接続させ、適切なシナリオを選択します。 

Step 4. RF Output Connector/Converterと RF Input Connector/Converterに応じて設定します。 

Step 5. 各ポート、セルに対して適切な External Attenuationの値を設定します。 

Step 6. TM1に送信モードを設定し、DCIのフォーマットを 1Aにします 

Step 7. LTEの Cellを有効にします。UEの電源を ONにします。そうすることで、ネットワークにアタッ

チされます。その後、接続を有効にするために Connectを押します。 

Step 8. PCC/SCC両方において、試験する Cell帯域幅、DLチャネル、ダウンリンク/アップリンクの

RB数、変調方式および RB Pos/Start RBを設定します。（TS 36.521-1 7.3A.x.4.1で定義さ

れています。） 

Step 9. UEパワーの適切なレンジを確保するために Active TPC の設定値をクローズド・ループ・パ

ワー、16.3 dBmに設定します。(算出方法については、2.1.2項を参照) 

Step 10. DUTの電源を ONにする前に OCNGを有効にします。 

Step 11. LTE RX Meas.に移動します。仕様に沿って Subframe ≧ 1200(1200は、1003よりも大き

い、CMW500で設定可能な最小値です) に設定します。 

Step 12. セル帯域幅全体からの出力レベルを-25.7 dBmに設定する必要があります。したがって、

PCC/SCC共にDL RS EPREを、10 MHz帯域幅において-50.5 dBm/15 kHzに設定する必

要があります。 
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これらの条件下で達成されるスループットを測定します。この例でスループットは54.59 Mbpsであり、こ

れはRMC設定値に基づいてスケジューリングされたスループットの100%に相当します。この結果は測

定画面で直接確認できます。 

 
a. スループット全画面表示 

 

 
a. BLER全画面表示 

図 14: 最大入力レベル試験におけるブロック・エラーレート(BLER)の測定画面 
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2.3.3 試験要件 

スループットは、TS36.521-1の表 7.4A.x.5-1に規定されているパラメータのもとで、基準測定チャネル

の最大スループットの 95%以上である必要があります。 

2.4 Adjacent Channel Selectivity (TS 36.521-1, 7.5A) 

隣接チャネル選択性(Adjacent channel selectivity :ACS)試験では、割り当てチャネルの中心周波数か

ら所定の周波数だけオフセットされた隣接チャネル信号が存在し、理想的な伝播条件下であり、かつ付

加雑音もない状態である場合に、CA対応 UEが指定された基準測定チャネルにおいて、所定の平均ス

ループットでデータを受信できることを確認します。 

 

上記の条件下でスループット要件を満たせない UEでは、隣接チャネルに他の e-NodeB送信機からの

ダウンリンク信号が存在するときにカバレッジ・エリアが減少します。 

2.4.1 試験内容 

ここでは、PCC/SCC両方について、ダウンリンクに全 RBを割り当て、64 QAM変調を適用、という条

件で実行します。またアップリンクには、TS36.521-1、表 7.5Ax4.1-1で定義された RB割り当て、帯域

幅、周波数および RMCの値が適用されます。干渉信号は変調した LTE信号です。 

 

異バンド間 CAの場合、干渉信号の設定は TS36.521-1の 7.5A.3.5章に定義された SCCを基準にし

ます。ケース 1の場合、干渉信号の UEアンテナ端での受信レベルは PREFSENS_CA _SCC +45.5 dBであ

る必要があります。(ここで PREFSENS_CA_SCC は、式 1により求められる値になります。) 干渉信号周波数

の設定の詳細は、TS 36.521-1の Tables 7.5A.3.5-2 および 7.5A.3.5-3に定義されています。 

バンド内連続 CAの場合、干渉信号周波数は隣り合って集約されたダウンリンク信号の上下どちらかに

隣接するチャネルになります。ケース 1の場合、周波数は指定された周波数オフセット値より計算された

値を設定し、UEアンテナ端での受信レベルについては各コンポーネント・キャリアの合計値を基準にし

ます。受信レベルはケース 1の場合、集約された CCのパワーレベル+22.5 dBになる必要がありま

す。周波数オフセットは表 3に記載される隣接 CCに基づきます。 

表 3: 干渉周波数設定 

Rx Parameter Units  Channel Bandwidth  
(SCC for inter-band CA or adjacent CC for intra-band contiguous CA) 

1.4 MHz  3 MHz 5 MHz 10 MHz 15 MHz 20 MHz 

BWInterferer MHz 1.4 3 5 5 5 5 

FInterferer (offset 
from SCC for 
inter-band CA 
or adjacent CC 
for intra-band 
contiguous 
CA) 

MHz 1.4+0.0025 
/ 

-1.4-
0.0025 

 3+0.0075 
/ 

-3-0.0075 

5+0.0025 
/ 

-5-0.0025 

7.5+0.0075 
/ 

-7.5-
0.0075 

10+0.0125 
/ 

-10-0.0125 

12.5+0.002
5 
/ 

-12.5-
0.0025 

 

バンド内非連続 CAの場合、干渉周波数の詳細は定義されていません。 

 

ケース 1の場合、6.2.5A項に従い UE送信パワーを PCMAX_Lや PCMAX_L_CA より 4dB低く設定する必要

があります。CMW500内でのクローズ・ループ・パワーの設定は 2.1.2項を参照ください。 
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ケース 2の場合、6.2.5A項に従い UE送信パワーを PCMAX_Lや PCMAX_L_CA より 24dB低く設定する必

要があります。 

 

干渉周波数オフセットについては、弊社アプリケーションノート 1CM94 の TC 7.5試験内容に関する記

述を参照ください。 

DUT と CMW500との接続方法は 2.1.1項に記載されています。 

 

ケース 1の場合、各 CCでの DLセルパワーは PREFSENS_CA+14 dBである必要があります。(ここで。

PREFSENS_CAは式 1に従い CCセルパワーとして算出されます。) 

2.4.2 試験手順 

試験条件と設定については、本アプリケーションノートの 2.1節を参照ください。 

干渉信号の設定詳細については、本アプリケーションノートの 2.1.1項を参照ください。また、図 15に設

定の詳細図を示します。 

 

 

まず初めに実機のプリセットを実行します。 

1. 干渉信号の準備 

a. General Purpose RF Generator 1を有効にします。 

b. 適切な内部 RF経路設定、およびアッテネーション設定を行います。 

c. 波形をロードします: 

Baseband Mode を ARBに設定します。 

帯域幅に応じて干渉波形をロードします。リリース 8受信機テストケースと同様、下記の 3種類

の干渉波形を使用します。(アプリケーションノート 1CM94のダウンロードページより、ダウンロ

ードが可能です。) 

I_B014_free.wv  – Bandwidth = 1.4 MHz 

I_B030_free.wv  – Bandwidth = 3 MHz 

I_B050_free.wv  – Bandwidth = 5 MHz 
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図 15: 干渉信号の設定画面. 

 

2. LTEシグナリング設定と試験の実行: 

 

Step 1. Duplex Modeを設定します。 

Step 2. PCC/SCC複合アンテナを実装する DUTの場合、図 11のように DUT と CMW500を接続

し、シナリオを “2CC CA – 2 RF Out”にします。  

Step 3. RF Output Connector/Converter と RF Input Connector/Converter を設定します。   

Step 4.   各ポート及びセルに対し 、正しい External Attenuation の値を設定します。  

Step 5. 送信モードを‘TM1’ に設定し、DCI Format ‘1A’にします。 

Step 6. LTEセルを有効にし、LTE 端末の電源を ONにします。次に、Connectを押して確立させま

す。  

Step 7. PCC/SCCのセル帯域幅、DLチャネル、ダウンリンクとアップリンクの RB数、変調方式およ

び RB Pos./Start RBをそれぞれ設定します。(初期条件は TS 36.521-1 7.5A.x.4.1に記載

されています) 

Step 8. Active TPC Setup を Closed Loopにし、UEパワーの適切なレンジを確保するために

Closed Loopの値を 16.3dBmに設定します。(2.1.2章の定義により算出されます。) 

Step 9. OCNGを有効にします。DUTの電源を ONにする前に設定します。 

Step 10. LTE RX Meas.に移動します。仕様に沿って Subframe ≧ 1200(1200は、1003よりも大き

い、CMW500で設定可能な最小値です) に設定します。 

Step 11. GPRF Sig.1に移動し、正しい周波数とレベル(RMS)値を設定します。その後信号を ONにし

ます。  

Step 12. PCC/SCCの Full Cell BW Pow.それぞれが(PREFSENS_CA + 14 dB)となるように DL RS 

EPREを調節します。 

Step 13. これら条件下で達成されるスループットを測定します。(図 14に一例を示します。) 

Step 14. GPRF Sig.1の周波数を変更し、再度試験を実行します。(テストケース 1終了) 

Step 15. GPRF Sig.1のレベルを-25 dBmに変更します。PCC/SCCの Full Cell BW Pow.それぞれ

セルパワーに要求される値に変更します。(異バンド間 CA：-56.5 dBm） 
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Step 16. これら条件下で達成されるスループットを測定します。(図 14に一例を示します。) 

Step 17. GPRF Sig.1の周波数を変更し、再度試験を実行します。(テストケース 2終了) 

 

2.4.3 試験要件 

TS 36.521-1の表 7.5A.x.5-2と 7.5A.x.5-3に定める条件下でのスループットは、基準測定チャネルの

最大スループットの 95%以上でなければなりません。 

2.5 In-Band Blocking for CA (TS 36.521-1, 7.6.1A) 

バンド内ブロッキングは、UE受信バンドの 15 MHz下から 15 MHz上までの範囲に含まれる不要干渉

信号に対して定められています。この範囲内で、相対スループットは各測定チャネルにおける要求値と

同等、またはそれを超える必要があります。 

バンド内ブロッキング能力が欠如していると、他の e-NodeB送信機が存在しているときにカバレッジ・エ

リアが減少します。(隣接チャネル内およびスプリアス応答はこの限りではありません。) 

 

2.5.1 試験内容 

ここでは、PCC/SCC両方について、ダウンリンクに全 RBを割り当て、64 QAM変調を適用、という条

件で実行します。またアップリンクには、TS36.521-1、表 7.6Ax4.1-1で定義された RB割り当て、帯域

幅、周波数および RMCの値が適用されます。干渉信号は LTE信号である必要があります。 

 

干渉信号は TS36.521-1の Tables 7.6.1A.x.5-1 および 7.6.1A.x.5-2で定義された LTE干渉信号で

す。試験ポイントは、リリース 8の TC7.6.1のコンセプトと同様に、端末の受信バンドの+/-15 MHz以内

の範囲に複数設定されます。テスト・ポイント間の周波数差分は、干渉波の帯域幅に一致します。 

 

記述は若干異なりますが、バンド間 CAとバンド内連続 CAにおける干渉信号の周波数オフセットの原

理は同じです。 

 

端末送信パワーは、6.2.5A項で定義された PCMAX_L または PCMAX_L_CA より 4dB低い必要があります。

CMW500内の close loop power設定は 2.1.2項を参照ください。 

 

各 CCの DL セルパワーは、PREFSENS_CA +(TS36.521-1の表 7.6.1A.x.5-1でチャネル帯域幅ごとに定

められている特定の値)である必要があります。(PREFSENS_CA は、式 1により算出されます。) 

表 4: バンド内連続 CAにおけるバンド内ブロッキングのパラメータ (TS 36.521-1の表 7.6.1A.1.5-1、
表 7.6.1A.1.5-2転載) 

Rx Parameter Units  CA Bandwidth Class 

B C D E F 

Power per CC in 
aggregated 
transmission 
bandwidth 
configuration 

dBm 

REFSENS + CA Bandwidth Class Specific Value Below 

 12    

BWInterferer MHz  5    

FIoffset, case 1 MHz  7.5    

FIoffset, case 2 MHz  12.5    
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CA Configuration Parameter Unit Case 1 Case 2 

PInterferer dBm -56 -44 

FInterferer MHz 
=-Foffset– FIoffset,case 1 

& 
=+Foffset + FIoffset,case 1 

≤-Foffset– FIoffset,case 2 
& 

≥+Foffset + FIoffset,case 2 

CA_1C, CA_7C, 
CA_38C, 

CA_39C,CA_40C,CA_41
C 

FInterferer 
(Range) 

MHz (Note 2) 
FDL_low – 15 

to 
FDL_high + 15 

Note 1: For certain bands, the unwanted modulated interfering signal may not fall inside the UE receive 
bandwithin the 15 MHz below or above the UE receive band. 

Note 2: For each carrier frequency, the requirement is valid for two frequencies: 
 a. Carrier frequency -Foffset  - FIoffset, case 1  
 b. Carrier frequency +Foffset  + FIoffset, case 1 
Note 3: Foffset  offset from the  frequency of the adjacent CC being tested to the edge of aggregated channel 

bandwidth. 
Note 4: The Finterferer (offset) is relative to the frequency of the adjacent CC being tested should be further 

adjusted to MHz to be offset from the sub-carrier raster for 

interferer signal above the wanted signal and adjusted to MHz to 

be offset from the sub-carrier raster for interferer signal below the wanted signal. 

 表 5: バンド内 CAにおけるバンド内ブロッキングのパラメータ(TS 36.521-1の表 7.6.1A.3.5-1、表
7.6.1A.3.5-2転載). 

Rx Parameter Units  Channel Bandwidth 

1.4 MHz  3  MHz 5  MHz 10 MHz 15 MHz 20 MHz 

Power in 
transmission 
bandwidth 

configuration for 
each CC 

dBm 

REFSENS + Channel Bandwidth Specific Value Below 

6 6 6 6 7 9 

BWInterferer MHz 1.4 3 5 5 5 5 

FIoffset, case 1 MHz 2.1+0.0125 4.5+0.0075 7.5+0.0125 7.5+0.0025 7.5+0.0075 7.5+0.0125 

FIoffset, case 2 MHz 3.5+0.0075 7.5+0.0075 12.5+0.0075 12.5+0.012
5 

12.5+0.002
5 

12.5+0.007
5 

 
E-UTRA SCC 

Band 
Parameter  Unit Case 1 Case 2 Case 3 Case 4 

PInterferer dBm -56 -44 -30  [-30] 

FInterferer 
(offset from 

SCC) 
MHz 

=-BW/2 – FIoffset,case 1 
& 

=+BW/2 + FIoffset,case 

1 

≤-BW/2 – 
FIoffset,case 2 

& 
≥+BW/2 + 
FIoffset,case 2 

-BW/2 – 15 
& 

-BW/2 – 9 

-BW/2 
– 10 

  0075.0015.05.00.015Finterferer 

  0075.0015.00.50.015Finterferer 
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1, 2, 3, 4, 5, 6, 
7, 8, 9, 10, 11, 
13, 14, 18, 19, 
20, 21, 22, 23, 
25, 26, 33, 34, 

35, 36, 37, 
38 ,39, 40, 41 

FInterferer MHz (Note 2) 
FDL_low – 15 

to 
FDL_high + 15 

  

12 FInterferer MHz (Note 2) 
FDL_low – 10 

to 
FDL_high + 15 

 
FDL_low 

– 10 

17 FInterferer MHz (Note 2) 
FDL_low – 9 

to 
FDL_high + 15 

FDL_low – 15 
and 

FDL_low – 9 
 

Note 1: For certain bands, the unwanted modulated interfering signal may not fall inside the UE receive band  
the 15 MHz below or above the UE receive band. 

Note 2: For each carrier frequency the requirement is valid for two frequencies: 
a. Carrier frequency -BW/2 - FIoffset, case 1   
b. Carrier frequency +BW/2 + FIoffset, case 1 

Note 3: FInterferer range values for unwanted modulated interfering signal are interferer center frequencies 
Note 4: Case 3 and Case 4 only apply to assigned UE channel bandwidth of 5 MHz 

 

2.5.2 試験手順 

試験条件と設定については、本アプリケーションノート 2.1節を参照ください。 

 

干渉信号の詳細につきましては、本アプリケーションノート 2.1.1項を参照ください。また、図 15にも詳

細が示されております。 

 

干渉信号を含む試験の設定は、テストケース 7.5Aの場合と同じです。 

2.5.3 試験要件 

試験手順に沿って測定したスループットは、TS 36.521-1の表 7.6.1A.x.3.5-1と表 7.6.1A.x.3.5-1で規

定している基準測定チャネルの最大スループットの 95%以上である必要があります。 
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2.6 Narrowband Blocking for CA (TS 36.521-1, 7.6.3A) 

この試験の目的は、公称チャネル間隔より計算される隣接チャネル周波数よりも搬送波に近い周波数

を持つ、不要狭帯域連続波(CW)の干渉波が存在する状態において、受信機に割り当てられた CAチャ

ネル周波数の E-UTRA信号を、受信機が受信できることを確認することです。 

 

狭帯域ブロッキング能力が欠如していると、別の e-NodeB送信機が存在しているときにカバレッジ・エリ

アが減少します。 

. 

2.6.1 試験内容 

ここでは、PCC/SCC両方について、ダウンリンクに全 RBを割り当て、64 QAM変調を適用、という条

件で実行します。またアップリンクには、TS36.521-1、表 7.6.3A.x4.1-1で定義された RB割り当て、帯

域幅、周波数および RMCの値が適用されます。干渉信号は LTE信号である必要があります。 

 

干渉信号は TS36.521-1の表 7.6.3.A.x.5-1で定義された CW信号であり、干渉信号のレベルは搬送

波信号の帯域幅設定に関わらず、-55 dBmになります。 

 

記述は若干異なりますが、バンド間 CAとバンド内連続 CAにおける干渉信号の周波数オフセットの原

理は同じです。 

 

端末送信パワーは、6.2.5A項で定義された PCMAX_L または PCMAX_L_CA より 4dB低い必要があります。

CMW500内の close loop power設定は 2.1.2項を参照ください。 

 

各 CCの DL セルパワーは、PREFSENS_CA +(TS36.521-1の表 7.6.1A.x.5-1において、チャネル帯域幅

ごとに定められている特定の値)である必要があります。(PREFSENS_CA は、式 1により算出されます。) 

. 

表 6: 狭帯域ブロッキング・パラメータ:バンド内連続 CA とバンド間 CAにおける干渉信号パワー設定と
周波数オフセット 

Parameter Unit SCC for Inter-Band CA and Adjacent CC for Intra-Band 
Contiguous CA 

1.4 MHz 3 MHz 5 MHz 10 MHz 15 MHz 20 MHz 

Puw (CW) dBm -55 -55 -55 -55 -55 -55 

Fuw (Offset from the 
SCC for inter-band CA 
or the adjacent CC for 
intra-band contiguous 
CA) 

MHz 0.9075 1.7025 2.7075 5.2125 7.7025 10.2075 

 

2.6.2 試験手順 

試験条件と設定については、本アプリケーションノート 2.1節を参照ください。帯域幅、周波数、RMCに

選択する値、および RB割り当ての詳細については、TS36.521-1の表 7.6.3A.x.4.1-1に定められてい

ます。 

 

干渉信号の詳細につきましては、本アプリケーションノート 2.1.1項を参照ください。また、図 16にも詳

細が示されております。 
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図 16: 狭帯域ブロッキング試験における干渉信号の設定. 

まず初めに実機のプリセットを実行します。 

干渉信号の準備:  

a. General Purpose RF Generator 1を有効にします。 

b. 図 16で示した適切な Routingに設定します。 

c. Baseband Mode を CWに設定します。 

d. 正しい Ext. Att (Output)を設定します。 

 

試験手順は、テストケース 7.5Aと同じになります。(干渉信号の設定は異なります。) 

 

2.6.3 試験要件 

試験手順に沿って測定したスループットは、TS 36.521-1の表 7.6.1A.x.3.5-1と表 7.6.1A.x.3.5-1で規

定している基準測定チャネルの最大スループットの 95%以上である必要があります。 

2.7 Wideband Intermodulation (TS 36.521-1, 7.8.1) 

相互変調応答は、希望信号に対して一定の周波数関係をもつ干渉信号が 2つ以上存在し、理想的な

伝播、付加雑音なしという条件下で、指定された基準測定チャネルに関して所定の平均スループットをも

って UEがデータを受信できるかどうかを試験します。 

2.7.1 試験内容 

ここでは、PCC/SCC両方について、ダウンリンクに全 RBを割り当て、64 QAM変調を適用、という条

件で実行します。またアップリンクには、TS36.521-1、表 7.8.1A.x4.1-1で定義された帯域幅、周波数お

よび RMCの値を選択します。 

 

この試験では、2つの干渉信号(CW信号(干渉信号 1)と LTE信号(干渉信号 2))を生成する必要があり

ます。干渉信号の設定は、TS36.521-1の表 7.8.1A.x.5-1を参照ください。 

表 7: 広帯域相互変調のパラメータ: バンド内連続 CA と異バンド間 CAにおける干渉信号パワーと周
波数オフセットの設定 
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Rx Parameter Units  SCC for Inter-Band CA or Adjacent CC for Intra-Band Contiguous CA 

1.4 MHz  3  MHz 5  MHz 10 MHz 15 MHz 20 MHz 

PInterferer 1 
(CW) 

dBm 
-46 

PInterferer 2 
(Modulated) 

dBm 
-46 

BWInterferer 2  1.4 3 5 

FInterferer 1 
(Offset from SCC) 

MHz 
+/- 2.7MHz +/- 6MHz +/- 10MHz +/- 12.5MHz +/- 15MHz +/- 17.5MHz 

FInterferer 2 
(Offset from SCC) 

MHz 2*FInterferer 1 

+/- 5.4MHz +/- 12MHz +/- 20MHz +/- 25MHz +/- 30MHz +/- 35MHz 

 

説明は若干異なりますが、異バンド間 CAとバンド内連続 CAにおける干渉信号における周波数オフセ

ットの原理は同じです。  

端末からの送信パワーは、6.2.5A項で定義された PCMAX_L または PCMAX_L_CA より 4dB低い必要があり

ます。CMW500内の close loop power設定は 2.1.2項を参照ください。 

 

各 CCの DL セルパワーは、PREFSENS_CA +(TS36.521-1の表 7.6.1A.x.5-1において、チャネル帯域幅

ごとに定められている特定の値)である必要があります。(PREFSENS_CA は、式 1により算出されます。) 

2.7.2 試験手順 

この試験では、LTE信号に加えて 2つの干渉信号(CW信号と ARB信号)が必要であるため、4RFチャ

ネルを搭載した CMW500が必要です。(ただし、ハードウェアオプション B110は 1つで問題ありませ

ん。)ARB波形の読み込みにつきましては、2.4.2項(7.5A試験手順)を参照ください。試験手順 

この試験では、LTE信号に加えて 2つの干渉信号(CW信号と ARB信号)が必要であるため、4RFチャ

ネルを搭載した CMw500が必要です。(ただし、B110は 1つで問題ありません。) 

ARB波形の読み込みにつきましては、2.4.2項(7.5A試験手順)を参照ください。  
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図 17: 汎用 RFジェネレータ 1&2の設定.  

 

まず初めに実機のプリセットを実行します。 

| 干渉信号の準備:  

a. General Purpose RF Generator Iを有効にします。 

b. 適切なルーティングとアッテネーションを設定します。  

c. 波形ファイルを読み込みます: 

 

Baseband Modeを ARBにします。 

帯域幅に応じて干渉波形をロードします。リリース 8受信機テストケースと同様、下記の 3種類の

干渉波形を使用します。(アプリケーションノート 1CM94のダウンロードページより、ダウンロードが

可能です。) 

 

I_B014_free.wv  – Bandwidth = 1.4 MHz 

I_B030_free.wv  – Bandwidth = 3 MHz 

I_B050_free.wv  – Bandwidth = 5 MHz 

 

d. General Purpose RF Generator IIを有効にします。 

適切なルーティングとアッテネーションを設定します。 

 

2. LTEシグナリング設定と試験の実行: 

 

Step 1. Duplex Modeを設定します。 

Step 2. PCC/SCC複合アンテナを実装する DUTの場合、図 11のように DUT と CMW500を接続

し、シナリオを “2CC CA – 2 RF Out”にします。  

Step 3. RF Output Connector/Converter と RF Input Connector/Converter を設定します。   

Step 4. 各ポート及びセルに対し 、正しい External Attenuation の値を設定します。  

Step 5. 送信モードを‘TM1’ に設定し、DCI Format‘1A’にします。 

Step 6. LTEセルを有効にし、LTE 端末の電源を ONにします。次に、Connectを押して接続を確立

させます。  
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Step 7. PCC/SCCのセル帯域幅、DLチャネル、ダウンリンクとアップリンクの#RB、変調方式および

RB Pos./Start RBをそれぞれ設定します。（初期条件は TS 36.521-1 7.5A.x.4.1に記載さ

れています。） 

Step 8. Active TPC Setup を Close Loopにし、UEパワーの適切なレンジを確保するために Close 

Loopの値を 16.3dBmに設定します。(2.1.2章の定義により算出されます。) 

Step 9. OCNGを有効にします。DUTの電源を ONにする前に設定してください。 

Step 10. LTE RX Meas.に移動します。仕様に沿って Subframe ≧ 1200(1200は、1003よりも大き

い、CMW500で設定可能な最小値です) に設定します。 

Step 11. GPRF Sig. Iに移動し、正しい周波数とレベル (RMS)値(-46 dBm)を設定します。その後信

号を ONにします。  

Step 12. GPRF Sig. IIに移動し、正しい周波数とレベル (RMS)値(-46 dBm)を設定します。その後信

号を ONにします。 

Step 13. PCC/SCCの Full Cell BW Pow.それぞれが(PREFSENS_CA +<チャネル帯域幅設定に応じて

要求される値>)となるように DL RS EPREを調節します。 

Step 14. これら条件下で達成されるスループットを測定します。(図 14に一例を示します。) 

Step 15. GPRF Sig. Iと IIの周波数を変更し、再度試験を実行します  

2.7.3 試験要件 

試験手順に沿って測定したスループットは、TS 36.521-1の表 7.8.1A.x.5-3で規定している基準測定チ

ャネルの最大スループットの 95%以上である必要があります。 
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3 CMWRun を使用した際の手順 
LTE3GPPv11.2 という試験セットが CMWRun 1.8.0以降のバージョンで実施可能です。測定の判定値

と構成は TS36.521-1 V11.2に基づきます。CMWRunが対応する TS36.521-1のテストケースを表 8

に記載します。随時、対応表は更新されます。また、LTEファームウェア・バージョン 3.2.82以降を搭載

した CMW500を使用することを推奨します。  

表 8: LTE3GPPv11.2：テストケース対応一覧 (CMWRun V1.8.0). 

             Chapter 

Release 

6 7 8 9 

R8 / R9 

6.2.2 / 6.2.2_1 7.3 8.2.1.1.1 9.2.1.1 

6.2.3 / 6.2.3_1 7.4 8.2.1.1.1_1 9.2.2.1 

6.2.4 / 6.2.4_1 7.5 8.2.1.2.1 9.3.2.1.1 / 9.3.2.1_1 

6.2.5 / 6.2.5_1 7.6.1 8.2.1.2.1_1 9.2.1.2 

6.3.2 7.6.3 8.2.1.3.1 9.2.2.2 

6.3.4.1 7.8.1 8.2.2.1.1 9.3.1.2 

6.3.4.2  8.2.2.1.1_1  

6.3.5.1 / 6.3.5_1.1  8.2.1.1.1  

6.3.5.2 / 6.3.5_1.2  8.2.1.1.1_1  

6.3.5.3 / 6.3.5_1.3  8.2.2.3.1  

6.5.1    

6.5.2.1    

6.5.2.1A    

6.5.2.2    

6.5.2.3    

6.5.2.4    

6.6.1    

6.6.2.1    

6.6.2.3    

6.6.3.1    

R10 

6.2.5A.2 (required 

by 36.521 V10.2) 

7.3A.2/3   

7.4A.2/3   

 7.5A.2/3   

 7.6.1A.2/3   

 7.6.3A.2/3   

 7.8.1A.2/3   

 

LTE 3GPP TS36.521 Configurationの画面を図 18に示します。試験を実施する Duplex Mode、UE

カテゴリー、パワークラス、テストケース、非 CA時のバンド、CAバンドおよびチャネルを設定します。ま

た、様々な自動 DUTパワーサイクル・メソッドが予期しない試験中の呼切断を処理するために用意され

ています。設定の詳細は次の章で記します。DUTパワー・サイクルの自動化につきましては、アプリケ

ーションノート 1CM94の 7.4章を参照ください。 
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図 18: CMWRun LTE 3GPP TS36.521 V11.2の設定 

 
 
 
 
 

Band_Bandwidth Cell 
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3.1 構成 

Duplex – FDD または TDDを選択します。現在、FDDと TDDの両方の設定は対応していません。

FDDと TDDの試験を実行する場合、LTE_3GPPv11_2のシーケンスを 2つ設定する必要があ

ります。 

 

UE category– 特定の試験において ULの設定は UEカテゴリーにより異なります。UEごとに設定する

必要があります。UEカテゴリー5以上の場合、UL構成は、カテゴリー5以上について同じである

ため、’5’を選択します。 

P_classmax – 最大 UE出力パワーを設定します。通常出力の DUT とハイパワー出力の DUTを区別

するために使用されます。 

3GPP Standard – 選択した場合、試験対象バンドにおいて、規格で要求されるチャネルと帯域幅のみ

試験されます。  

User Configuration – 選択した場合、設定表の一覧にある全てのチャネルと帯域幅が試験されます。こ

のモードによってのみ、ユーザーは試験を実施するチャネルを設定することができま

す。’Band_Bandwidth’ セルをダブルクリックすると、別のウィンドウが表示されます。特定のバン

ド帯域幅のセルの上にカーソルを置くと、完全なチャネル構成を表示します。 

Include Graphics – 選択する場合、全てのグラフが表示されます。選択しない場合は、相対パワー制御

グラフのみ表示されます。 

3.2 ユーザー定義バンドチャネル設定 

TS36.521-1 V11.2において、Non-CAおよび CAのバンドがリスト化されています。“User Defined 

Band”ボタンは 3GPPにより定義されていない CAバンドおよび BWの組み合わせを設定できます。

“User Defined Band”を有効にするために、“User Configuration”を有効にする必要があります。 

 

Non-CA: ユーザー定義バンドは、3GPPで定義されていない帯域幅を使用し測定することを可能にしま

す。 

Intra-band contiguous CA: 3GPPで定義されていない、バンド内連続 DL CAバンドを定義します。   

Inter-band CA: ユーザー定義バンドは、異バンド間 CAの組み合わせで定義されていない 3GPPの試

験を実行できます。  ユーザー定義の場合、自動的に PCCと SCCをスワップすることはできま

せん。PCCと SCCを手動で設定する必要があります。(例：バンド 3とバンド 28を組み合わせる

すべての試験を実行するためには、USER_3A_28Aと USER_28A_3Aを追加しなければなりま

せん。) 

  

図 19: ユーザー定義バンドの追加.  
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任意のグレー表示になっていない Band Bandwidthセルをダブルクリックすると、試験チャネル設定の

ためのウィンドウが表示されます。 

図 20に、CA Band28_3Aのためのユーザー定義試験チャネル設定の方法を示します。(Band28は

5M 帯域幅、Band3は 20M帯域幅をサポートしています。 ) 

 
 
 
 

Step1:   5MHzのセルをダブルクリックして、5MHzの BWの設定ウィンドウを表示します。 

Step2:   Band28を選択して、チャネルが試験されるように設定します。  

Step3:   Band3を選択して、チャネルリストが空であることを確認してください。  

Step4:   5MHzの設定を保存するには、’save’をクリックします。   

Step5:   20MHzのセルをダブルクリックして、20MHzの帯域幅の設定ウィンドウを表示しま 

す。 

Step6:   Band28を選択して、チャネルリストが空であることを確認してください。 

Step7:   Band3を選択して、チャネルが試験されるように設定します。 

Step8:   設定を保存するには、’save’をクリックします 

 

全チャネル構成は、5MHzまたは 20MHzのセルの上にカーソルを置くことで見ることができます。2つ

のコンポーネント・キャリアのチャネル設定値は、コロン('：')で隔てて表示されています。コロン(':')の前に

何も数値の記載がない場合、その帯域幅において、PCCのチャネルが設定されていないことを意味し

ます。同様にして、コロン(':')の前に何も数値の記載がない場合、そその帯域幅において、SCCのチャ

ネルが設定されていないことを意味します。異なる/同じ BWにおいて、PCCと SCCに設定されたチャ

ネルは、自動的にそれに対応するシーケンスと組み合わされます。これはチャネル数が PCCおよび

SCCにおいて同じでなければならないことを意味します。    

 
 

 

 

  

図 20: 異バンド間 CAチャネル設 

  



  

 

 
 

1CM103_1j           R&S®CMW500による 3GPP TS 36.521-1 LTE ダウンリンク・キャリアアグリゲーション RF評価手法                34 

 

 

4 参考文献 
[1] 3GPP TS 36.521-1  

Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); User Equipment (UE) conformance 

specification; Radio transmission and reception;  

Part 1: Conformance testing 

 

[2] 3GPP TS 36.508  

Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA) and Evolved Packet Core (EPC); Common 

test environments for User Equipment (UE) conformance testing 

 

[3] R&S®CMW500 Wideband Radio Communication Tester Operating Manual 

 

 

 

5 追加情報 
R&S®CMW500のWebサイトをご参照ください。 

www.rohde-schwarz.com/product/CMW500  

 

 

http://www.rohde-schwarz.com/product/CMW500
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6 オーダー情報 
当社のWebサイトwww.rohde-schwarz.comにて、最新情報をごらんいただけます。また、最寄りのロー

デ・シュワルツ販売店にもお気軽にお問い合わせください。 

Ordering Information 

Name Description Order number 

R&S®CMW500 
Wideband Radio Communication 
Tester 

1201.0002K50 

R&S®CMW-PS503 R&S®CMW500 Basic Assembly 
1208.7154.02 

R&S®CMW-S100A 
Baseband Measurement Unit 

1202.4701.02 

R&S®CMW-S570B 
RF Converter (TRX) 

1202.5008.03 

R&S®CMW-S550B Baseband Interconnection Board 
(Flexible Link) 

1202.4801.03 

R&S®CMW-B570B 
Extra RF Converter (TRX) 

1202.8659.03 

R&S®CMW-B570B 
Extra RF Converter (TRX) 1202.8659.03 

R&S®CMW-B570B 
Extra RF Converter (TRX) 1202.8659.03 

R&S®CMW-S590D 
RF Front-End Module Advanced 1202.5108.03 

R&S®CMW-B590D Extra RF Front-End Module 
Advanced 

1202.8707.03 

R&S®CMW-S600B 
Front Panel with Display/Keypad 

1201.0102.03 

R&S®CMW-B620A Digital Video Interface (DVI) 
Module 

1202.5808.02 

R&S®CMW-B300B Signalling Unit Wideband 
(SUW+) 

1202.6304.03 

R&S®CMW-B300B Signalling Unit Wideband 
(SUW+) 

1202.6304.03 

R&S®CMW-KS500 
LTE FDD Release 8, SISO, 
signalling/network emulation, 
basic functionality 

1203.6108.02 

R&S®CMW-KM500 LTE FDD Release 8, 
TX measurement, uplink 

1203.5501.02 

R&S®CMW-KS550 
LTE TDD (TD-LTE) Release 8, 
signalling/network emulation, 
basic functionality 

1204.8904.02 

R&S®CMW-KM550 LTE TDD (TD-LTE) Release 8, 
TX measurement, uplink 

1203.8952.02 

R&S®CMW-KS510 
LTE Release 8, SISO, 
signalling/network emulation, 
advanced functionality 

1203.9859.02 

R&S®CMW-KS502 
LTE FDD Release 10, CA, 
signalling/network emulation, 
basic functionality 

1208.6029.02 

R&S®CMW-KS512 
LTE Release 10, CA, 
signalling/network emulation, 
advanced functionality 

1208.6041.02 

R&S®CMW-KT055 
LTE, 
CMWRun sequencer software 
tool 

1207.2107.02 

R&S®CMW-Z05 
Nano UICC Test Card, supporting 
3GPP SIM/USIM/ISIM/CSIM 
applications 

1208.5651.02 

http://www.rohde-schwarz.com/
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